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教員免許必修科目となっている 5）。短期大学部の場合、情報学演習授業は修業年数 2 年の
中で、１年次前期後期の 1 年間で履修する学生が殆どである。生活情報処理Ⅲが 2 年次前
期に開講設定され、それ以外にも生活統計や講義型の情報学が開講科目としていくつか用
意されているが、ほぼ全ての学生が生活情報処理Ⅰ（1 年次前期開講科目、1 単位）、生活
情報処理Ⅱ（1 年次後期開講科目、1 単位）を履修する。この 2 科目の履修により、本学短
期大学部の卒業要件である情報学 2 単位を修めると共に教員免許要件を満たす。そのため、
多くの学生が 2 年次には情報学と触れる事無く卒業していく。1 年次の学習内容を自己内
の知識として身に付けるための授業実践が重要となる。筆者の設定する情報学演習授業の
到達目標は、前期開講科目では、今後の学生生活のみならず職業人として身に付けておく
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① 質問することで授業進行を止めてしまう。  
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1. 理解度計測は、授業進行の妨げになってはならない  
2. 理解度計測は短時間で完了する必要がある  
図 2 理解度計測画面（学生回答画面） 
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極力防ぐと共に、各授業回でステアを 5 つ程度（15 分/ステア×5＝75 分）組む授業形態を
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今回の取り組みでは、筆者が担当した短期大学部こども学専攻 1 年生 35 名、こども教育
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